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※活動内容が判る様な写真や図表を加えて下さい。/ Provide photos, tables and figures that clearly show the activities during the period.

タイトル[Course Title] Development of a vaccine against tick 

実施期間[Periods] 23/01/15-23/01/26 

共同実施者 Shwe Yee Win (Laboratory oflnfectious Disease; D3) 

[Other participants] 

言語[Language] English 

実施場所[Location] CENTRO DE BIOTECNOLOGIA da UNIVERSIDADE FEDERAL DO RIO 
GRANDE DO SUL, Pmto Alegre, Brazil 

申請時計画の実施報告[Report how you carried out your plan in the application fonn] 

本活動は、7日間という短い期間にもかかわらず、ITA先生をはじめとした研究室メンバーの協力のも
と遅滞なく、予定通りに遂行することができた。

Prof. Itabajara da Sliva Vaz Junior (IT A先生） の研究室で、研究室メンバーの紹介、大学設備の紹介を受け
た。Universidade Federal do Rio Grande do Sul (UFRGS)では、学部l年生から研究室に所属し、研究を行っ
て、卒業までに論文を書く人もいることも知った。ITA先生の研究室には、ブラジルのみならず、パ キス
タン ・ コロンビアなど各国からの留学生が集まっていた。

ITA先生の研究室では、バベシアやタイレリア等の病原体に汚染されていないオウシマダニの株を所有
している。マダニに対するワクチンの開発のため、マダニの生息していない地域から購入したウシを導
入し、オウシマダニを吸血させることで生活環を確保し、オウシマダニの株を確立している。実施計画
の通り、オウシマダニを継代しているウシの飼育されている牛舎を見学した。そこで、落下した飽血状
態のオウシマダニを水で押し流し、オウシマダニを回収した。吸血途中のオウシマダニは、ウシの皮膚
に残ったままであり、回収した飽血状態のオウシマダニとの大きさを比較することができた。
回収したオウシマダニは、水で洗った後、背中を下にした状態でガラス板に両面テ ー プで固定した。（写
真）。オウシマダニの唾液の回収のため、唾液の分泌を誘導する2％ピロカルピンを固定したオウシマダニ
に注入し、30分おきに分泌された唾液を回収した。

また、感染症学教室において抗ワクモワクチン抗原の候補として同定したCysratinおよびBM05の抗原
液と、陰性対照としてPBSをアジュバンドと混和した液をウサギに免疫した。今後、10日おきに計3回免
疫した後、オウシマダニを吸血させ、生存率．吸血量・体重の変化 ・ 産卵率．ふ化率などのデータを集




